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『アラブ・イスラム研究』第 10 号、2012 年、1-47 頁 

落丁・乱丁のお詫び 

 

池田修訳「アルムファッダリーヤート（XVIII-XXVI）」に下記の落丁と乱

丁がありました。 

32 頁 → 18 頁の再掲 

33 頁 → 19 頁の再掲 

本 PDF の末尾に「本来の 32 頁と 33 頁」を収録していますので、差し替え

願います。 

 

2021 年 9 月 関西アラブ研究会 

 

 

 

 

Errata in Journal of Arabic and Islamic Studies, vol. 10 (2012), pp. 1-47 

 

To our regret, we found the following printing errors. We kindly ask readers to 

replace them with the correct pages, which we append at the end of this PDF. 

p. 32, where p. 18 was printed for the second time 

p. 33, where p. 19 was printed for the second time 

 

 

  

































































































 

 

以下に収録した 32-33 頁は、本来印刷されるべきであった頁である。 

 

関西アラブ研究会 

 

 

The following pp. 32 - 33 were to be printed when published.  

 

Kansai Arabu Kenkyūkai 
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11- 雌ダチョウは、太陽が右手を、何物をも覆い隠す暗夜へと広げ始めると 80)、整

然と積み上げられた卵のある巣を思い出した。 
12- 雌ダチョウの餌場は巣から遥かに隔てられている。その雛はアー 81)の実る樹や

水分の多く分厚い葉をつけたコロシントが生えている所で、さえずっている 82)。 
13- それゆえ、雄、雌つがいのダチョウは、日没前になると、雨雲が降らす夕立の

ような猛烈な速さで帰路を急いだ。 
14- ちょうど、頭の黒い被り物を脱いで（美しい素顔を見せる）フムス 83)の女のよ

うに、夕方（雌ダチョウは）両翼をテントのように広げ、卵を抱き温める。 
15- ウマイラよ 84)、多くの若者が、立派な人格と気前よさを備え、偉業を成し遂げ

たか、そなたは何によって知るか（知るべきだ）。 
16- 彼らは（社交的な）冗談が上手で、客の接待にも抜かりがなく、（平時には）物

惜しみせず、戦時には、戦いをあおる火かき棒となる。 
17- 私は、早朝、日が昇る前に、鳥が鳴き始めるより早く、酒が沢山入った皮袋を

買って、彼らの訪問に備えた。 
18- かくして、私は彼らの一日を短いものにした。すなわち、彼らに、屠殺される

ときの背の高い雌ラクダのウードのような鳴き声を聞かせ、雨天の日の歌姫の歌

声を聞かせ、豪華な食事でもてなした 85)。 
19- このようにして、彼らの一日は終わり、各自の住まいへと帰っていった。彼ら

は酩酊していて、乱痴気騒ぎを非難して叱る者の言葉にも耳を傾けなかった。 
20- 私は、なんと多くの、バッタの大群のように押し寄せる侵略者らを、眼光鋭い、

鍛え上げた駿馬をかって、夜明け前に、押し返したことであろうか。 
21- この馬は投石のように素早く動くが、ゆったりとした纏をまとっていて敵の矢

をはね返し、しなやかで良くたわむ丈夫な槍を備えている。 
                                                                                                                                                             

状の花序にいれて受粉させる。līf を除去する行為を  ᵓabr と言う。雄花が  ᵓibra（針）に喩えられ

るのはこのためと思われる。なお、10行目のような場合に雄ダチョウは最速で走る。 
80) 太陽が右手を広げ始める（「沈み始める」の意）という表現は、Labīd が盗用したとアルアスマ

イーは解説している。Labīd の Muᶜallaqa 65行では、上の句が  ᵓalq-at yad-an fī kāfir-in となってい

る。単語の入れ替えはあるが、それは本詩11行の下の句と意味が同じである。『アラブ・イスラ

ム研究』6号, 21頁参照。 
81) アー  ᵓāᵓ は sarḥ という樹の実でダチョウが好んで食べる。 
82) この一行は、10、11行の不安による緊張感のある語り口とそぐわない印象を受ける。 
83) 多分、この詩人は玉子を温めるのは、雄ダチョウの習性であることに気付かなかったのであろ

う。Ḥums（ ᵓAḥmas の複数形）はクライシュ、フザーア、バヌー・アーミル、キナーナ各部族

の女性を指す。これらの部族は聖地の近くに住み、巡礼期にはいくつかの特権が認められてい

た。それ以外の女性は Ḥilla と言われていた。女性が意図的に被り物を脱ぐのは美しさを見せる

のが目的で、醜女はこのようなことはしない。 
84) 原文通りスマイヤ Sumayya とすると、本詩集 No.VIII（al-Ḥādira の作）16行の上の句と同じ名

前になる。al-Ḥādira は6世紀後半 Ḥuraqa の戦いに参加した古い時代の詩人である。別にウマイ

ラ  ᵓUmayra という伝承もあるので、おそらく、これが正しいと思われる。これは1行目の女性ア

ムラ  ᵓAmra の縮小形であろう。 
85) 雌ラクダは屠殺され、ふるまわれたのである。「雨天の日の歌姫」についてはタラファの

Muᶜallaqa 59行に「（人生の第三の楽しみは）雨天の日を短しとばかりに、いな、雨天の日とは

素晴らしいもの、一柱で持ち上げたテントの下で、ふくよかな麗しい乙女と戯れること。」とい

う有名な一行がある（『アラブ・イスラム研究』4号 , 14頁参照）。 
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22- 額が白く輝いた、（人生の、又は、恋の）経験の少ない、野牛のようなパッチリ

とした黒い瞳の多くの乙女らが、彼女らを見つめる男たちに驚異の念を起させ

た。 
23- 私は、このような乙女を戯れに誘い、彼女の不安を除きながら、夜を過ごした

が、やがて、夜明けを迎え、あたりが明るくなった。 
24- 敵意を募らせる幾多の集団が害意をいだき、彼らの胸から罵り言葉を投げかけ

る。 
25- 私は、多くの激しい敵意を持つ者たちに、彼らに仇なす条件で和解させ、彼ら

の空虚な要求を明白な事実でもって論破した。 
26- 威勢と知力を備えた決然とした男の言葉で私は敵を恐れさせ、従者に加えた。

すなわち、ライオンに咆哮された者を、咆哮しているライオンに服従させたので

ある。 

 


